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肺吸虫 Paragonimuswestermaniの生物学的研究

(2) 肺吸虫被嚢幼虫の抵抗に五郎、て
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特別掲載

緒言

最近横川（宗〉 (1955～1957）らの肺吸虫症皮肉反応

の発表以来，各地て、集団検査が実施され，その結果木症

の意外に広汎なる牙布並び：こ風土病的慢延状況が逐次llj]

らかにせられるに至つ之。

それと同時に肺結核症との混同が意外に多く，叉脳肺

吸虫症についても改めて認誠せられる様になった。従っ

て本症流行地にあっては，其の感染予防対策は頓に重要

視せらるるに至った。ところが本症の感染予防に対し，

もっとも重要な手がかりとなるべき肺吸虫被嚢幼虫の抵

抗に就いては， つとに安藤（1915), 中川（1916）横川

（定） (1919），小林 (1921)等，最近に至り大島（1956),

下野 (1957)等の報告があるとは云へ，何れも断片的な

もので，系統的な研究は殆んどなされて居ない。

著者はさきにモクズガニ体内における肺吸虫被嚢幼虫

の新蒐集法及び本法による体内牙布状態に就いて報告し

たが，木簡では，此の方法に依って分離採集した多数の

メタセルカリアに就いて，物理化学的作用に対する抵抗

を検査し， 2～8の興味あるま日見を得たので以下に報告

する。

実験材料及び実験方法

1. 実験材料

実験に用いたウエステルマン肺吸虫被霊幼虫は，静岡

県，宮崎県，愛媛県産のモクズガニ体内から肉挽器によ

り分離採集したもの，及び蟹体内に寄生の懐のものであ

る。実験に当つては分離採集した被嚢幼虫は可及的に分

離｜直後のものを用いる三とにしたが，一部のものは分離
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後保存液＊中に浸漬氷室中に冷蔵したものを用いた。尚

之等の被豪幼虫は実験直前：こ解剖顕微鏡下て，虫体が商

有の色素を有し，明らかに其の運動の認められたものの

みを撰択した。叉被嚢表面に附着した筋肉残澄等は水

洗，或は解剖針により完全に之を取り除き，爽雑物によ

る検査成績の不正確さを級力避け，正確を期した。

2. メタセルカリアの使用数

各検査項目に就き， 10箇宛のメタセノレカリアを使用し

土。尚横川（定） (1919）等によればメタセルカリアは

蟹（本内への感染後の経過日数に依り，其の大いさ，被嚢

壁の厚さ，法透性等ーにかなりの差があり，従って外聞の

理化学的害作用に対して，それぞれ抵抗力を具にすると

報告せられて居る。そとて著者は実験に供するメタセル

カリアについては，その大いさ，虫体の色素の状態等出

来るだけ近似のものを選択することに努力した。

3. 検査項目

温度〈高温，低温〉，乾燥に対する抵抗，水中，湿潤に

おける生存回数，調味料（醤油，ソース，食塩，食酢，

I];曹〉，消毒剤〈アノレコーノレ， 昇来， クレゾーノレ，石炭

酸〉酸〈塩酸，硫酸，硝酸，氷酷酸〉などの他ホルマリ

ン，アンチフオノレミンに刻・する抵抗を検査した。

4. 検査方法及び観察方法

以上の検査項目について，短時間にその成績の判定し

作る検査にあっては，ブロックシャーレ内にて解剖顕微

鏡下刻々に変化する被嚢及び虫体の形態的変化，着色，

色素の変化，虫体の潤濁，崩解等を直接観察し，実験経

過の長時間，長時日を要する場合は，小試験管内に用意

＊保存液

NaCl 1.つ
KCl 0.04 動物生理の実験（名大教

ザロガニ等張i夜 CaCl 0 04 授山中時男）昭和24.9
2 ・ 一河出書房

Aq 100.0 

本液に保存するときは4°Cでは少くともーヵ月以上位

感染可能の状態で保存される．
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昭和 34年 10月 1959）〕

された溶液中にメタセノレカリアを＆演し，その際管内溶

液の水分蒸発による濃度の変化，或は爽雑物の混入等を

防止するどめ，密栓を施し，実験目的に従い，之を室温

に放置，或ば氷室，冷蔵嘩等に入れ，観察日時は夫々の

項目に依り適宜設定した。

実験結果判定の為のメタセルカリアの生死の鑑別は，

被嚢内虫悼の運動停止，及び，？園濁を解剖顕微鏡下に直

接観祭Lだ。大部分の検査では単なる解剖顕微鏡検査で

充牙メタセルカリアの生死の判別に役立ったが，一部の

検査では，之のみにては生死の判別の困難なる場合に遭

遇したc即！；例へば，薬液浸漬後或る時間後には虫体は

運動を停止したが，虫体の潤濁が全く認められない場合

があっと。かかる場合には先づ，最初に顕微鏡下（＼

400 ）：ニカバーグラスをかけ観探した。之のみにて微細

な虫体。運動を認めるとともあり，或は腸管内の内容の

移動を認めるこ ともあった。との際メタセルカリアを傷

付けない程度にカバーグラスを圧する時は，虫体は往々

にして運動を開始した。叉乙のタトメタセルカリアを単に

消本に移して観察すると，被嚢内の虫体は暫時の後に運

動する場合が屡々あった。或は清水に移した後に40℃前

後に加湿するときは，もし生存して居れば活溌なる運動

を開始するοが認められた。加温しても尚運動の認めら

れない場合は， pH8.4のタイロ」ド液？と浸漬39℃の僻

卯部中：こ 6～10時間入れ脱嚢試験を行うことにしたが，

脱琵検査を必要としたものは殆んどなかった。

実験成績

1. メタセノレカリアの温度に対する抵抗

rj1川（HH8），及び下野 (1957)等に依ればカニを55°0

20分煮れば体内メタセルカリアは総て死滅すると報告し

た。う〈横川（宗） (1955）等は自然状態、に近い幼虫を得る

為に. pH 8.4のタイロード液にメタセルカリアを浸演

し， 39cの聯卵器中に6～10時聞入れて脱嚢せしめ，叉

大山（1936）は温度に依るメクセルカリアの脱嚢は45。C

迄とし， 50℃になれば脱嚢も早いが直ちに死滅すると報

じて百る。

三三て著者はメタセルカリアの丙温に対する抵抗に就

いて，－r,L；品。Cの線に断固を設定し，之より以上の温

度，」5・c, 50℃， 60℃， 70。C, 100。Cに就いて検査した。

低温：こついては O℃～2℃， －10℃～ー13°0,-4070, ＇＂こ

対する検査を行った。 Rll:!S，中シャーレ内にブロックシ

ャーレを入札，ブロックシャーレ内には所定温度の水を

入れと。ヌ別に予め所定の温度に温められた水を中シヤ
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ーレ内に注加した。その高さはプロックシャーレの約4ん

とした。暫時の後にメタセルカリアをブロックシャーレ

内に投入，之を解剖顕微鏡下に置き観察した。

温度を一定に保つために別に熱湯を用意し中シャーレ

内に入れた温度計の指示に従い之を注加した。熱湯注加

の際は，出来るだけブロックシャーレより離れた場所を

選ぴ少量宛撹梓しながら注加した。即！；45。c.50°0, 60・ 

。C,70°0，に作用させた結果は次の通りであった。

45°0の場合5分， 10牙， 15牙， 20分， 30牙作用させた

が，浸潰後暫時の後に被嚢内の虫体は何れも猛烈なる運

動を開始し，其の状況は恰も苦悶様て瞬時も運動を停止

することはなかった。 30好後も死滅するものはなく ，活

溌なる運動が見られた。尚15分以後になると一部のもの・

は被嚢を破って虫体は一部顔を出すが，完全に脱嚢する

には至らなかった。之を後に脱嚢試験を失r施した結果ー

は，10時間後の成績では何れもその85%は脱嚢した。然ー

しとれらの脱嚢した幼虫の飼育成績では 3日口迄に全部

死滅した。 W'Cには 1牙， 3分， 5牙と作用させた。 1

分，及び 3牙の場合は被嚢内の虫体は活溌に運動し死Jて

は至らなかった。後の脱嚢検査でも夫々 8匹， 6匹が目危

嚢した。 5分作用させると，遂には虫体は運動を停止し

て了ふが，未だ涯｜濁するには至らない。爾後の脱嚢検査

の結果ては何れもが脱嚢せず虫体は調濁して居た。

60°0には 3分作用させたが，既に運動を停止し，脱嚢

検杢は不成功て，虫体はj園濁して居た。

70°0には 1分作用させたが，一部のものは被嚢が破委さ

して内容脱出し， その他のものも内容潤濁した（第1

図）。
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第 1図 メタセ Jレカリアの高温に刻ーする抵抗

メタセルカリアを保存液に浸漬して氷室c0°0～2℃〉

に入れた場合は長期に亘り生存可能て， 4ヶ月後も尚感

染可能であった。叉下野（1957）等は O。C～2°0にて毎

日水を取り替へた場合は60日に至るも死滅するものはな

いと報告して居る。

著者はメタセノレカリアを－10°0～－13°0のdeepfreezer 
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に入れて検査したが， 6時間後の成績では試験管内の水

は凍結して居たが，之を室温に放置融解後は虫体は明ら

かに運動した。脱嚢試験ては 8筒の脱嚢を兄た。而し 2

．日，及び 3円作用させたものは，虫体は何れも潤濁し，

3日日のものは内容脱出するものが多かつ／と。

之を－40℃の冷蔵庫に入れ30）子後に取り出した成績で

は，管内溶液は凍結し，虫体は岐に潤濁して居た。 60分

後のものも同様であった。

以上は）El離メタセルカ リアの実験成績であるが，之を

蟹体内寄生の憧のメタセルカリアピ就いて崎査した成績

は下記の通りであった。

水を入れた洗面器をヒーターにかけ，その巾に温度計

を入れ予め50°0' 70°0' 100℃？と温めて置き，その中に

蟹を投入，それぞれ30牙， 5分， l牙， と作用させた後

に取り出して検査した。

50°030 5.予の場合，惚は 9筒のメタセルカリアの巾3筒

は被尭のみを認めt.が，脱嚢か内容脱出かは不明であっ

た。残りの G筒は澗濁して居た。脚内のものは 5箇共に

i園濁ン，胴の筋肉内のものは， 15箇中被嚢のみ 9箇， 6

箇は潤濁して居た。

70°0 5丹後の成績では鯨にはメタセルカリアを検出山

来ず，脚には 2箇の被嚢のみのものと， 1箇のj閤濁した

メタセルカリアを認め，胴には 5筒の被嚢のみと 3箇の

；圏濁メタセルカリアを検出した。

100 °0 1分の場合，蟹の甲裁は既に亦変した。偲には

第 1 表 メタセJレカロヲの高温に対する抵抗

温時 目同 枇
川
「色思

被襲本 j園濁 被嚢本 j園濁 被誕＊i困濁

度間

50°C 30分 3 6 6

3

7

 

9

5

3

 

5 

70°C 5分

100°c 1分 2 

2 1 

4 

＊虫体脱出後の空襲 （蟹体内寄生の偉）

〔寄生虫学雑誌 ・第 8巻 ・第 5号

2箇，脚には 4t自のj園濁メタセルカリアを認め，胴には

8箇の被嚢のみと 7筒のi閑濁メタセルカリアを検ll'iし

た（第1表〉。

次に蟹の甲穀をタトし，偲内にメタセルカ リアの寄生あ

るもののみを選別し，側及び内臓を除去した後に，氷宅

(0.00～2 °0）内に入れ一定期間後之を取Ui＼ して検査し

た。下野 (1957）等の報告によれば，常温の場合は14日

迄は鯨，筋内共に全部生存， 21日日：こは偲内の極く一部

は生存し，筋肉内のものは令部死滅し， 30日目では腐敗

の為に検査不能と云はれて居る。著者の例ては22日日に

2匹のモクズ、ガニから 3筒のメタセルカリアを検山し，

何れも生，23日目には l匹の蟹から13箇，24日目には 2

匹の蟹から10箇のメタセノレカリアを検出，30日自のもの

では 8箇生， 45日日のものは 5匹のf置から全々検山山来

ず，52日自に1筒，65日口には 7匹全部が陰性であっ

た。〈第2表〉

第 2表 oo～2°C に於ける筋肉内寄生メタセ

1レカリアの生存日数

区分 検査蟹数陽性蟹数 メタセJレカリア数

22日 2 2 3 

23日 1 1 13 

24日 2 2 10 

29日 2 1 3 

36日 5 3 14 

45日 5 。 。
52日 10 1 1 

65日 7 。 。
2. メタセルカリアの水 11~ における生存口数：

下野（1957）等の報片て、はメタセルカリアを？？通ノk「＼ 1

において毎日水を取替へ，t：場合20日て、2/3生40臼て、l/3生，

50日て全部死滅したと云はれているが，著者はメタセル

カリア10筒を小試験管に入札，ガーゼ二枚を重ねて蓋を

して紐てしばり，大なる野外のHf忠一階k二入れた。そのlti'

水槽は僅か乍ら水道水が入る慌になって胃る。貯水折！？の

第 3表 水中，温潤中に於けるメタセ Jレカリアの生存日数

~と竺 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17日

3月 10 10 10 10 10 9 7 4 4 。
ァJc 中

9月 10 10 10 1 。
湿潤 9月 10 10 10 10 10 10 8 8 8 8 7 7 6 5 3 ；う 。
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水lよガーゼを通して試験管内の水と交流する様にした。

春季と夏季の 2回に向ーの実験さと行ったが，夏季に行っ

たものではメタセルカリアは意外に早く死誠した。即ち

2日日には貯水槽内のゾーリ虫や菌説類が試験管内に混

入し， 8日目迄は全部生であったが， 4日日には 9箇潤濁

し，一部は内容脱出したものがあった。 5日自には残り

全部も死滅した（9月〉。 然るに春季 3月の実験てはこ

れよりやや長く10日目に至り全部死滅した。水温は夏季

は20°c前後，春季は10°0前後で，殆んど10℃以下であっ

た（第3表〉。

3. 湿潤に対する抵抗

中シャーレ内；こ水を入れ，脱脂綿をその中に浸し，そ

の上に適当な大きさの鴻紙を置き，更に黒い紙を置きメ

タセルカリアをのせた。水は？慮紙をi噺く没し加減に入れ

て，中シャーレの葦つをし，毎日湿潤の程度を観察し，

ll~J＇々水を注加した。その結果は 7 日日？と 2 箇潤濁し， 11

日目に 1箇， 17日目には残り全部が潤濁した。検査期日

は9月下旬より10月上旬であった。乙の場合先の水司lに

反潰した実験より長い期間生存して居た（第3表〉。

4. 乾燥に対するメタセルカリアの抵抗

毛細管ピペットにてブロックシャーレ内にメタセノレカ

リアを10箇入れた後，とれを解剖顕微鏡下に運び，ピペ

ットて大部分の水牙を除去した後，鴻紙にて残りの水牙

を吸出した。か〉る操作を施すと，殆んどの水分は除外

せられ，ブロ ックシャーレ内にはメタセルカリアのみと

なる。かかる状態においては 3～4分後には，メタセル

カリア同志が接触する面，或はブロックシャーレとの接

面が陥没し始め， 5牙後には被嚢内の虫体は運動を停止

し，被嚢は益々陥没を深めて，遂には全く空気の抜けた

ゴム越の様な形となる。即~第 2 図の如く 水牙除去後 8

分にして椀状となった。かかる状態となったものに水道

水を注加すると， 2～ 3牙て被嚢は全部元の球形に復帰

したが，その時は既に虫体は淘濁して居た。 7牙を経過

すると早いものは被嚢が破れて内容が脱出し始めた。内

容脱山手Lは乾燥開始時に陥没し始めた部分と一致して居

た。尚一部のメタセルカリアては接触面と反対の側が僅

かに陥没したものを認めたが，~：触面程の深い切痕には

ならなかった（第2図〉。

5. 食塩水中におけるメタセルカリアの生存日数

10箇宛のメタセノレカリアを 0.4%, 0.85%, 1.0%, 

3.0%, 5.0%，の食塩水に浸潰してその生存日数を調

査した。季節は 9～11月であり，食塩水は交換せず，容

器は密栓して水号蒸発による濃度の変化を避け，室温に
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第 2図 乾燥に対するメタセ lレカリア

の態度 （殊に被嚢の状態）

放置して観察し，死滅せるものはその都度除去した。

0.4 %の食塩水ては 3日目， 8日日， Uこ各1箇のメタ

セルカリアが自然脱嚢して盛んに運動して居た。 23日自

に至り初めて 1衝のメタセルカ リアが潤濁し，30日， 35,

日， 45日自に各1箇宛潤濁死滅し， 60日自に4箇残った

が，何れも固有色素を有し，明らかに運動が認められ

た。

0.85%の場合計日 自に初めて 1箇潤濁したが，60日目

に至るも残り 9箇は生存して居た。其の聞に自然脱嚢し

たものはなかった。

1%の場令20日， 22日， 26日， 28日，に各1箇宛潤濁

し，60日目には半数の 5箇が生存して居た。との場合も

自然脱嚢はなかった。

3%の場合には 7日口にl箇，10日自に2箇， 11日尽

に3箇， 12日自に残り 4簡も全部調濁死滅した。

5%の場合には第1日日の終りに既に6箇，第2日自

には残り全部が死滅した。

6. メタセルカリアの哲油に対する抵抗

原液， 30%,20%，に対する抵抗を調べた。使用した

醤油はキッコーマン欝油であった。

メタセルカリアを問：油原液に浸漬すると約30秒て、メタ

セルカリアの被餐の一部は陥没したが，その程度は嚢の・

乾燥の時と異り，ゴム越の空気の僅かに抜けた程度であ

り，10分後も陥没の程度は変化しなかった。鴇油原液の

為に着色強く，内容の状態は判然としないが，運動は渋

漬後間もなく停止し， 10分後そのメタセノレカリアを清水

に移したが，全部内容は潤濁して居た。清水に移して 5

好後には被裂は破れて内容は脱出した。

30%の醤油に浸潰した場合，浸漬後2～ 7牙の聞に運‘

動停止し，被袋内の虫体は漸次縮小し，虫体の表面が凹

凸不平になった様に見える。浸漬後10好にして清水に移

すと， 7牙経過後に 5箇は運動を開始し， 8分にして 3.

筒， 10？子にし・て残り 2筒も運動を開折した。

( 167) 
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虫体の縮小する程度は， ~嚢の内容の殆んど半分位迄

の様に見えた。同様方法に依り205子，30好，迄のもJ漬て

はその後清止に移すと全部が間もなく運動を開始した

が， j受潰後 1時間経過後のものではその後清水に移す

と． 1筒が内容酒濁し，浸漬後 2時間のものでは10箇共

内脊の溝｜濁を示し，清水に移して哲次の後には，地嚢の

一部は破裂して内容が脱出して了った。即！：＞30分迄は生

存して居るが， 1時聞から 2r時間迄に全部死滅した。

209~持油にメタセノレカリアを~Q711 して密栓し室温に放

置した。その結果 2日円迄は全部生存し， 3日11にl筒

は自然脱嚢して盛んに運動して居た。更に 5円日には 3

筒自然脱嚢し，その他 3箇は既に虫体酒濁し， 6日目て

残り 3 箇も全部潤濁して了った。 lW~う醤油の中ては，原

液の場合は10分以内に死滅し， 30°＆では 2時間以内三全

部死滅し， 20%では長いものでは 5日日迄生存して居た

が，其の間半数近く自然脱琵した。脱嚢したものは盛ん

ピ運動して居た。

7. メタセルカリアのソースに刻’する抵抗

原液及び30%液て、検査した。その結果は下記の通りで

ある。

メタセルカリアをソース原液に浸潰すると，早いもの

は 2牙後に被嚢内の虫体は縮小し始めるが，全部が縮少

し終るには 6好を要した，その聞に運動を停止するが，

被嚢の陥凹は認められなかった。 10分後にメタセルカリ

アを取出し清水に移すと，縮小した虫体は膨化して来る

が，既に？圏濁を認め，運動するものはなく，やがて同嚢

の一部は破れて内容の脱山を見るに至った。その状態は

先の醤油原液の場合と変りなかった。

30°6のソースにメタセノレカリアを浸潰すると， 7分頃

から虫体は縮小し始める， ζれも醤：油30%の場合と同様

てあるが， 20分， 30牙， 1時問， 3 n寺間，、反漬後市

移すと全部運動を開始した。之を密栓を施して観察する

と， 8日後に全部死滅したが，其の聞に， 3日日 1箇，

6円日に 2筒，自然脱嚢して盛んに運動して居た。丁度

ソース30°6に対するメタセルカリアの態度は， 2090醤油

に付するそれに相当した。

8. メタセノレカリアの食酢に刈する抵抗

原液， 50°-6, 30%, 20%, 10°6，溶液を使用した。

原液及び50%液の場合もメタセルカリアの態度は同様

であった。即ち 3分て運動は停止して了って潤濁を開始

した。 5分後に清水に移しても運動するものは皆無であ

った。

30%の場令は緩慢なる運動を続けたが， 5 5予後には運

( 168) 
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動は認められなくなった。 14分後には l簡が澗濁し，2-1

分後清水に移すと残りのものは運動を開始し，ヒ 6時間

後も清水に移すと同様に運動を開始し／たが， l：？時間後に

は更に 1箇混濁し， 24時間後には全部死滅し三c

20%の場合も 61時間迄の観察ては凡て生存：Lて F,ii/c

が，12時間後から少数のものは潤濁し始め， 24時間後に

は全部死滅した。

10%の食酢にメタセルカリアを浸潰すると 2日自には

半数が潤濁し， 3口自には残り全部が死滅し，ごむ

9. 重曹に必jするメタセルカリアの抵抗

5%, 3%, 1%, 0.5%，：こ討して検五Lだっ重留

に対しては比較的抵抗が強い様三思はれる。即！：＞ 5%の

弔曹水rpてはメタセノレカリアは 1週間は凡て生存して居

た。 3%のものでは15日日に 4筒が混濁し， 20日目迄に

全部が死滅したが， 1%になると更に長く生君子し，30日

後に漸く 6筒混濁したが， 0.5°6になると30日：こ至るも

死滅したものは 1箇も認められなかワた。之等乃倹査は

すべて室温において，容誌は密栓して行はれだ。尚経過

観察途上において自然脱嚢しJてこものi士1筒を認められな

かった。

10.アルコールに対するメタセルカリアのほ抗

メタセルカリアを70%アルコールに反潰した場合， 1 

分にして虫体は運動を停止し， 3 7}＇.こし、て虫 1本は潤濁し

始めた。その後虫体，被嚢共に膨（ヒし始め， 7 j子にして

1筒， 11分にして残り全部が内容脱出して了つ，ミコ

50%アルコールに口潰するとメタセノレカリアコ， 1～ 

2牙て運動を停止し， 70°6アルコールては認められなか

ったが，トj主義内の虫体はやや縮小し，虫（本の表面：二恰も

発汗した様な水滴〈？〉粒が附着して来た。之みえ｜て滴様

附着物は虫体タ卜から附泊したものか，或は虫（本内部から

法1IC＼して来たものかは不IYJて、あワた。その時間は50%ア

ルコールに浸漬従l～3牙てあワた。その後虫体は膨化

し始め30分にして悦慢の一部は破れて内奔が脱出しえ

〈第3図〉。

70%~ 50°-Gアルコール共に虫休の澗濁は， hh点従 3～

57子であった。

初一⑨一俊
水滴犠附着物 潤濁

第 3図 50，%アルコーJレに対するメタセ Jレカロアの態度
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30%, 15%, 5 %，のアルコールに浸漬した場合，先 に至り急に 7箇，5日目に残り 3箇も潤濁死滅した。

づ30%のものでは 2日自に， 15%のものでは 8日自に， 13.硫酸に対するメタセルカリアの抵抗

5%のものでは 5日自に全部が溜濁したが， 5%のアル 2 %, 1 %, 0.2%の溶液；こ就いて検査した。 2%の

コールの場合その調濁は虫悼の一部にのみ限局し，未だ 溶液に浸漬すると，早いものは約半数が 8牙にて運動を

全体には混濁は波及して居なかった。 停止したが，遅いものは68牙，を要した。運動停止後は

11.塩酸に対するメタセルカリアの抵抗 直ちに潤濁を開始した。

0.2 %, 1 %, 2 %液て検査した。 然るに 1%液ては検査当日i園濁ずるものはなく ，2日

0.2 %塩酸の場合メタセルカリアは種々なる態度をと 日に G箇， 3日日に 2箇， 4日目に 1箇， 5日目に至り

った。即5浸漬後最も早いものでは 2時間後に運動を停 全部死滅した。

止したものがあり， 3時間後は 3箇が潤濁したが，近い 0.2 %の場合には 3日日迄変化なく 4日目に 5箇， 5 

ものでは24時間後に始めて運動を停止し，虫体は運動停 日自に 3箇，6日自に残り 2箇も潤濁した。

止後は間もなく混濁して了った。即！） 2時聞から24時間 14. 石炭酸に対するメタセルカリアの抵抗

の聞に全部が死滅した。 0.3 %, 0.1%にて検在した。

1%塩酸にメタセルカリアを浸潰した場合早いものは 0.3 %石炭酸にメタセルカリアを浸潰すると， 2分後

10分にて運動を停止し， 30牙後には 3箇， 150牙迄に全 に既に運動を停止するものが見られ， 7好後十こは大半が

部のメタセルカリアが運動を停止した。虫体の混濁は運 潤濁し，15牙て全部が潤濁して了つえ。

動停止後 1～2分後に認められた。 1%の塩酸の場合も 0.1 %石炭酸溶液の場合早いものは 5牙て運動を停止

メタセルカリアの死滅時間には10分～ 150牙と其の抵抗 し，遅いものでも15牙後に運動を停止するが，之を清水

度にかなりの差が認められた。 に移す時は再び運動を開始するのが認められた。 4時間

2%の塩酸にメタセノレカリアを浸潰すると，早いもの 浸漬のものも清水中に移すと再び運動を開始し， 6時聞

は5号，遅いものでも265子後にはすべてのメタセルカリ 以上浸漬のものに始めて潤濁するものが出現し，20時間

アは運動を停止して，其の後間もなく調濁したく第4 後には全部死滅して了った（第5図〉。

図 〉。生
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第 4図 塩酸に対するメタセyレカロアの抵抗

12.硝酸に対するメタセルカリアの抵抗

4%, 2%, 1%, 0.2%溶液て検査した。

4%の硝酸に浸漬した場合早いものは 1分，遅いもの

でも 7牙後には潤濁した。此の場合メタセルカリアの固

有の赤味が漸次失はれつつ褐色に変化した。

2%の場合も早いものは 3:5.子，遅いものは30分後に潤

濁した。其の状態は 4%の場合と同様であった。

然るに 1%の溶液になると生存時間は急に延長して，

検査当貝に死滅するものはなく ，2日自に 5箇， 3日目

に3箇， 4日自に至り残り 2箇が潤濁死滅した。

0.2 %の溶液になると 3日目迄は全く変化なく 4日目

( 169) 

存

6！！寺 24日奇

第 5図 石炭酸に対するメタセルカリアの抵抗

15. 昇煮に対するメタセルカリアの抵抗

1 %, 0.5%液ては殆んど同様の結果てたあった0 4 

牙以内に全部調濁した。 0.1%, 0.3%の場合も10牙以

内に潤濁死滅した〈第6図〉。

る＜： ) 4 5 6 7 a ' .10分

第 6図 昇宋に対するメタセYレカりアの抵抗
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16. クレゾーノレに刻ーするメタセルカリアの抵抗

1 %, 0.5%, 0.3%, 0.1%液て検査した。

1%クレゾーノレ液にメタセルカリアを浸潰すると 1～

3牙後に運動を停止し， 4～5分後には内容潤濁して了

った。次いで膨化し始め遂には内容が脱出した。

0.5 %クレゾール液にメタセルカリアを浸潰すると 1

～8牙て運動を停止し，10～15分て内容は混濁して了っ

た。

0.3 %, 0.1%クレゾール液の場合， 0.3%ならば5

牙以内に運動を停止し， 0.1%ならば10牙以内に何れ毛

運動を停止して，その後間もなく潤濁して了った（第7

図〉。

生
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第 8図 フオJレマリシに対するメタセルカリアの抵抗

3%, 5%のアンチホルミンを使用した。メタセルカ

ア I .一 ー＇ ' ・. 

数
.L ~ ＇斗 うる 7 8 9 10 ll 12 l) lι 日分

リアを 3.0%のアンチフオルミン溶液中に浸潰すると，

早いものでは15分後に運動を停止するが，遅いものでは

60分を要した。運動停止後の虫体は間もなく沼濁した。

其の後に被嚢の一部が破壊せられたが，早いものでは浸

漬後47牙，遅いものでも 1177予て被装の一部が破壊せら

れた。死滅した虫体は破壊孔が大きい為に自然脱嚢の場

合と違って容易に脱出して了う。死滅虫体脱出後の被嚢

は3時間後には完全に溶解して了った。即：；アンチフオ

ルミンは被嚢を溶解するが， 3%液の場合虫体死滅に至

る時間的経過には15～60牙の差があり，叉被嚢の一部に

破壊孔を造製する迄には47～117分の差があったが，一

且死滅虫体の脱出した後の被嚢を完全に溶解して了ふ迄

の時間は殆んど一定であった。

第 7図 クレゾ｛ノレに対するメタセ lレカリアの抵抗

17. フォルマリンに対するメタセルカリアの抵抗

0.5 %, 1.0%, 3.0q,o, 5.0%, 10.0%溶液につい

て検査した。

最低濃度の 0.5%の場合は 7分にて運動を停止した

が，最高濃度の 10%の場合は 1牙以内に運動を停止し

た。然るに其の後虫体の潤濁は全く認められず，あたか

も生存して居るものの如くであるが，とれを清水に移す

ち運動は全く認められなかった。虫体は被嚢一杯に拡が

った様に見え，之を加湿するも運動は全く認められな

い。之を 1週間後及び4週間後に再び検査するも，虫体

の赤味がかった色素はやや槌色したかの感があるが，潤

濁は依然として認められず，タト観からは生死の判定に迷

う程であった。然し脱嚢検査に依るも脱嚢するものは全

くなかったので，此の場合は運動停止と同時に死滅した

ものと考えざるを得なかった。

との点に関しては 0.K. l三haw(1934,--35）がフォル

マリン10%では2週間も生存すると云っているが，恐ら

く氏はとの外観のみから生存と認定したものと思はれ

る。何れにしても10%フォルマ リンて虫体の酒濁が全く

認められない点は甚だ興味ある点である（第8図〉。

18. アンチフオルミンに対するメタセルカリアの抵

抗

死滅虫体の破壊孔は一定の場所があるのか否かは全く

不明で，二箇所が破れるととはなかった。自然脱嚢機転

において，一定の場所があって，それが何らかの機転に

よって破壊せられるのか，或は虫体より特殊の酵素様物

質を排出して被装の不特定部牙を破壊するのかの疑問は

未だ解明せられるに至って居ないがアンチフオルミンを

用いて被嚢を溶解しでも，其の場所が特定の場所か否か

は不明であった。尚内容脱出の状態は第10図の如し。

5%アンチフオリミン溶液にメタセルカリアを浸潰し

た場合，早いものは浸漬後間もなく運動を停止したが，

遅いものは50牙後に運動停止を認めた。

被嚢は浸漬後早いものは 2牙てその被嚢の一部が破壊

せられ，死滅虫体は脱出した。 5%アンチフオルミンの

場合3%溶液の場合と具り，虫体の運動停止後間もなく

被嚢の一部が破壊せられて死滅虫体は脱出したが，死滅

虫体脱出後の残った被嚢を完全に溶解するには 5牙を要

し，それ以上の時聞を要しなかった。即ちー且破壊せら

れた被嚢は 5牙以内に完全に溶解せられて了ったのに反

し，虫体を内蔵する被嚢は抵抗力に非常な差を有して居

た （第9図〉。

( 170) 
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 第 10図 アジチフオlレミジによる被嚢の破壊孔

19.石鹸に対するメタセルカリアの抵抗

1 %, 0.5%の粉石鹸溶液を用いた。

1%の場合は，早いものは305}て運動を停止し間もな

く潤濁したが，遅いものは635}後に始めて運動を停止し

た。との際虫体は表面が膨化した様な様相を示して，乞

の愉郭がぼやけた様な感を還した虫体は被嚢内にて伸び

切って中央附近からごつ折にした様な形態を示した（第

11図〉。

第 11図 石鹸に対するメタセJレカリアの態度

0.5 %の場合には半数は53牙迄に運動を停止したが，

遅いものは 110牙後に始めて運動を停止し，その後虫体

は間もなく潤濁して30牙後には内容の脱出を見た（第12

図〉。
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第 12図 石鹸に対するメタセルカ Pアの抵抗
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考察

種々の物理化学的作用に対するメタセルカリアの抵抗

性に関し報告したが，同ーの条件にあっても或る種の薬

剤に刻してはその個俸差がかなり著しい場合が見られた

が，とれは恐らくメタセルカリアの成熟度と関係がある

様に思はれる。とれ迄の諸家の報告の如く温度に対して

は，50°0以上ては，メタセルカリアに直接作用した場合

は，短時間内に死滅し，叉筋肉内にあるものでも50℃30

分間て殆んど死滅する乙とが明らかとなった。 45°0ては

30分作用させても， O'Ij若死に至るととはないが，その後

の飼育実験ては 3円以内にすべて死滅する，ととろが40

00ては長時間作用させても殆んど死滅するととはないの

で，メ タセルカリアは高い温度に対してかなり敏感であ

ると考へられる。然し低温の場合2°0～5°0ては最も長

期間生存し，－10°0～－13°0て6時間位の凍結ては容易

に死なないととが判った。従って肺吸虫感染予防の点か

らは，モクズガニを食する場令，或は実験室内てのメタ

セルカリア処理も70°0以上の高温により処理することが

もっとも望主しいと考へられる。

次に水中に遊離したメタセノレカリアは，夏季ては 5日

以内，春季ても10日以内に死滅するが，湿潤の状態にお

く時ぽ，水中に浸潰した場合よりもむしろ長く生存する

ととが明らかとなった。その理由については尚明らかで

はないが，肺吸虫感染予防上注目すべき点であると忠は

れる。尚乾燥？と対しては極めて弱いことも重要な所見て

ある。尚モクズガニが死亡しても， 。。C～2°0の低温に

保存するときは筋肉内のメタセノレカリアは，約 1ヶ月間

は生存して居ることが明らかとなった。とのととは，本

種メタセルカリアを実験研究のために使用する際にその

保存上有益な所見てある。

0.4～0.85%の食塩水中及び， 0.5～1.0 %重曹水中

てはメタセルカリアは非常に長く生存し得るととが明ら

かとなったが，とのことは大島（1954）が報告して居る

様に，本種メタセルカリアは環境メジワムの法透圧に極

めて敏感てある事を示して居ると思はれる。

調味料については，開油，ソース，共にメタセノレカリ

アは同じ様な態度を示し，叉食酢に対する態度も他む調

味料と同様な結果であって，家庭にて普通に使用する濃

度ては，メ タセルカリアは死滅するととはないと思はれ

るので，カニの醤？由涜或はその他の調理による生食は危

険である。

消毒液としては，50%アルコール溶液ては虫体は伏殊

( 171) 



820 

な態度をとり間もなく死滅するが石炭酸に刻して 0.1%

の濃度ては容易に死滅しなかった。昇来ては 0.1%の濃

度ては10牙以内に死滅した。クレゾールは 0.3%の濃度

ては 5牙以内に死滅した。従って消毒の目的には昇京，

クレゾールを用いることがよく，石炭酸の場合には普通

に用いられる濃度より高い濃度を用いるととが要求せら

れる。

強問委に対してはその濃度によって種々なる態度を示す

と共に，塩酸に対しては最も弱く，次いで硝酸，硫酸の

順であったが，一般に酸に対しては非常に強い態度を示

す傾向が見られた。人体正常胃における遊離塩酸は，

0.15～0.2 °6であるとされて居るが，との実験の結果か

らも，メタセルカリアがたとへ胃内に 2時間以上停滞し

たとしても，遊離塩酸の為には死滅しないことが明らか

である。食物の胃内滞溜ll寺聞はベンツオールド湯川氏胃

内食物滞留時間表に依ると，肉汁，米飯，半熟卵等は 2

時間以内に胃内を通過する，蟹に比較的近いと忠はれる

鍛の天婦羅は 3～4時間にて胃内を通過するから，例へ

蟹の筋肉内寄生のメタセルカリアを食しても，メタセル

カリアは胃内遊離塩酸の障害を被らない様に思はれる。

実験的にも動物に本種メタセルカリアを経口的に与へ

た場合は， 30牙乃至 1時間てすでに小腸内て脱嚢し，腸

壁を穿通して腹腔に出現するととが明らかにされて居

る。

フオルマリアに対してはメタセルカリアは死滅後も全

然変色せず，特有な色素穎粒もその撞であり，顕微鏡下

における内部構造の観察ては生死の判別は困難であっ

た。従ってメタセルカリアの生死の判定には形態的変化

の観察のみでは不充牙て、，諸種の刺戟に対する生活反応

を観察する必要がある。 Khaw(1934）が 10%フォルマ

リンrpて長期間生存すると報告したのは恐らく誤りであ

らうと考へられるが，フォルマリンの本種メタセルカリ

アに対する作用は甚だ興味ある点てある。

アンチフオノレミンの被霊に対する態度はメタセルカリ

アが生存して居る場合は，その死に至らす時間にかなり

の幅が見られたが，一且虫体の死滅を来した場合は，そ

の被壁を溶解してしまう時間は常に一定して居るのを認

めた。即：；虫体の脱出して了った空嚢はすべて 3時間以

内に完全溶解して了ったが， ζのアンチフオルミンの被

嚢の溶解機転を追求することに依り，本種メタセルカリ

アの被嚢の組成についても或る程度の知見を得ることが

出来るのではないかと考へられる。叉アンチアオルミン

ιよる畑虫卵の解化促進と同様，脱嚢機転の促進にも応

( 172) 
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用し得るかも知れない。

結論

肺吸虫メタセルカリアの低抗を検査して次の知見を得

た。

1) 50℃以上の熱に対しては短時間内に死滅したが，

45:>0ては30牙ても死滅するには至らない。蟹の俸の場合

50℃に30牙煮ればメタセルカリアは死滅する。 100。Cて

は1牙以内に全部死滅した。

2) O℃～ 2 °0ては長時日生存可能であり，筋肉内の

メタセノレカリアは52日迄も生存して居た。－10。Cては24

時間生存可能てあり，－40°0ては30分て既に死滅した。

3) 湿潤，水中ては夏季，春季て、生存日数に差を生じ

た。乾燥に刻しては長も弱く，メタセルカリアは椀状に

陥没して数牙内に死滅した。

4) 食~ lJk中て、は0.85%て、は60日迄も殆んど大部牙の

メタセルカリアは生存可能てあり，保存液として最適で

ある。

5) 醤油，ソース等の調味料ては低濃度ては 7日間も

一部のものは生存可能であった。食酢ては10%でも 3日

間生存した。

6) 重曹水中では 0.5%のものでは30日に至るも死滅

するものはなかった。従って重曹もメタセルカリア保存

液として使用出来る。

7) アルコール中には 5%の場合4日迄は生存した。

30%でも， 1日は生存可能であったが， 5096, 70%では

5分以内に死滅した。

8) 強酸に対しては塩酸に最も弱く， 0.2%濃度のも

のでは24時間て全部死滅したが，同濃度の硝酸ては 3日

目迄は生存し，硫酸の場合も同様であった。

9) m毒剤ては 0.1%の場合，昇京溶液中ては 9牙以

内に死滅し，クレゾール溶液ては 15分以内に死滅した

が，石炭酸溶液ては20時間を要した。

10) 10%フオルマリアに対しては間もなく運動を停止

したが，潤濁は認められず形態、的には全く変化が見られ

なかった。然し脱嚢試験は不成功であったζ とから死滅

したものと考へられた。

11) 3 %及び 5%アンチフオルミンては約 2時間以内

に死滅するが，虫体死滅迄の被嚢に対する作用はまちま

ちであったが，死滅後の被嚢は殆んど同時間内に溶解せ

られて了ったむ

摺筆するに当り御指導と御校関を賜った，横JI［宗雄教

授に深甚なる謝意を表する，又御協力を裁いた教室員各
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Summary 

The accumlat.ion of knowledge about the resistance 

of metacercaria of lung flukes to many kinds of 

substrnce has been reported fragmentally. In the 

present study a further effort was made to detect the 

resistance of metacercaria of Paragoni初uswestermani 
to t.he physical and chemical agents. The results 

obtained were as follws: 

1) Metacercaτiae were killed by heat as hi只has

50°C. or more in a short period and survived for a 

long period at 0°-2°C. 

2) They survived for around 10 days in water 
or moistened chamber showing di妊erenceof survival 

period between in spring and in summer. 

3) 0.4-0.85% saline and 0.5-1.0% sodfum hicar-

bonate solution in both of which metacercaria could 

survive long time may serve as media for their mai-

ntamance. 

4) Anti-metacercarial activity of disinfectants tested 

increa記 d in the following order : phenol< cre~ol < 
mercury bichloride. Characteristic response occurred 

in metacercaria exposed to 50% alcohol solution. 
5) Relatively high resistance of metacercariae to 

strong acids was observed and metacercariae were 

killed by 0. 2% HCl in 24 hours. 

6) Movement of metacercariae was stopped by for-

maline in a short period and noロi.orphologicalchanges 

had occurred in two weeks. 

7) Metacercariae were killed by a exposure t.o 3-5% 

sodium hypochloride within two hours. 

8) The response of metacercaria to a given agent 

i was variable under the same outer codit.ions. This 

varian田 ispresumablly due to the difference in ma‘ 

turity between metacercariae. 




